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平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
付
け
政
府
・
与
党
合
意
文
書
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
質
問

主
意
書

平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
に
政
府
・
与
党
間
で
合
意
さ
れ
た
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
合
意
文

書
」
）
は
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
明
確
な
点
が
多
い
。
よ
っ
て
、
政
府
の
見
解
を
お
尋
ね
す

る
。

一

小
泉
総
理
大
臣
は
、
三
位
一
体
改
革
に
か
か
わ
り
、
地
方
六
団
体
が
政
府
に
提
出
し
た
「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る

改
革
案
」
（
以
下
、
「
地
方
案
」
）
に
つ
い
て
「
地
方
案
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
」
と
繰
り
返
し
て
き
た
。
今
回
の
「
合
意

文
書
」
は
「
地
方
案
」
を
真
摯
に
受
け
止
め
た
結
果
な
の
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
仮
に
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
止

め
た
結
果
と
す
る
な
ら
ば
、
具
体
的
に
ど
の
点
に
つ
い
て
「
地
方
案
」
を
反
映
さ
せ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
「
国
庫
補
助
負

担
金
改
革
」
か
、
「
税
源
移
譲
」
か
、
「
地
方
交
付
税
改
革
」
か
、
具
体
的
な
回
答
を
求
め
る
。

二

小
泉
総
理
大
臣
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
改
革
」
の
と
り
ま
と
め
に
向
け
て
政
府
・
与
党
間
で
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る

間
、
「
私
の
と
こ
ろ
に
く
る
前
に
ま
と
め
て
ほ
し
い
」
と
繰
り
返
し
た
。
総
理
の
意
向
を
受
け
て
地
方
が
ま
と
め
た
「
地
方

案
」
の
扱
い
に
つ
い
て
政
府
与
党
及
び
政
府
内
で
調
整
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
段
階
に
お
け
る
発
言
と
し
て
は
不
穏
当
で

一



あ
り
、
か
つ
「
地
方
案
」
と
り
ま
と
め
に
お
い
て
真
摯
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
地
方
六
団
体
に
対
し
て
失
礼
な
発
言
で
は
な

か
っ
た
か
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
よ
り
「
地
方
案
」
が
反
映
し
た
合
意
を
行
う
た
め
に
総
理
自
身
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
提
案
を
行
っ
た
地
方
六
団
体
の
期
待
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
な
ぜ
総
理
は
こ
の
よ
う
な

発
言
を
繰
り
返
し
た
の
か
、
そ
の
真
意
を
問
う
。

三

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
四
（
以
下
、
「
骨
太
〇
四
」
）
」
に
お
い
て
は
、
「
平
成
十

八
年
度
ま
で
の
三
位
一
体
の
改
革
の
全
体
像
を
平
成
十
六
年
秋
に
明
ら
か
に
し
」
と
あ
る
が
、
今
回
の
「
合
意
文
書
」
で
は

未
だ
具
体
的
に
な
っ
て
い
な
い
点
が
多
く
、
全
体
像
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
は
、
結
果
と
し
て
閣

議
決
定
違
反
で
は
な
い
の
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

四

「
骨
太
〇
四
」
に
は
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
の
工
程
表
を
年
内
に
決
定
す
る
と
し
て
い
る
が
、
「
合
意
文
書
」
を
閣
議
決

定
す
る
の
か
。

五

「
骨
太
〇
四
」
に
記
載
さ
れ
た
「
税
源
移
譲
は
概
ね
三
兆
円
規
模
を
目
指
す
」
に
関
し
て
、
政
府
は
本
年
八
月
十
日
の

「
三
位
一
体
改
革
に
お
け
る
税
源
移
譲
額
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
答
弁
書
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
度
に
お

い
て
措
置
し
た
所
得
譲
与
税
及
び
税
源
移
譲
予
定
交
付
金
の
額
が
三
兆
円
に
含
ま
れ
る
旨
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。
「
骨
太

二



〇
四
」
に
お
い
て
「
三
兆
円
程
度
の
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
た
る
地
方
自
治
体

を
含
め
多
く
の
者
が
平
成
十
六
年
度
に
お
い
て
措
置
し
た
所
得
譲
与
税
及
び
税
源
移
譲
予
定
交
付
金
の
額
が
三
兆
円
に
含
ま

れ
な
い
と
理
解
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
八
月
十
日
付
答
弁
書
に
示
さ
れ
た
方
針
は
、
既
に
「
骨
太
〇
四
」
閣
議

決
定
段
階
で
決
し
て
い
た
も
の
な
の
か
、
或
い
は
そ
の
後
の
調
整
過
程
に
お
い
て
政
府
が
決
定
し
た
も
の
な
の
か
。

六

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
三
（
以
下
、
「
骨
太
〇
三
」
）
」
を
経
済
財
政
諮
問
会
議
で

決
定
す
る
際
に
行
わ
れ
た
「
内
閣
総
理
大
臣
指
示
」
に
は
、
そ
の
冒
頭
に
「
三
位
一
体
の
改
革
は
、
『
官
か
ら
民
へ
』
、

『
国
か
ら
地
方
へ
』
の
考
え
方
の
下
、
『
地
方
が
自
ら
の
創
意
工
夫
と
責
任
で
政
策
を
決
め
る
』
、
『
地
方
が
自
由
に
使
え

る
財
源
を
増
や
す
』
、
『
地
方
が
自
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
』
こ
と
を
目
指
す
も
の
。
」
と
あ
る
。
今
回
の
合
意
文
書
は
、

こ
の
「
内
閣
総
理
大
臣
指
示
」
を
的
確
に
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
の
か
。
特
に
『
地
方
が
自
ら
の
創
意
工
夫
と
責
任
で
政

策
を
決
め
る
』
、
『
地
方
が
自
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
』
の
観
点
に
立
っ
た
場
合
、
今
回
の
「
合
意
文
書
」
の
具
体
的
に
ど

の
部
分
が
地
方
の
創
意
工
夫
可
能
な
範
囲
の
拡
大
に
寄
与
し
、
ま
た
ど
の
部
分
が
地
方
の
自
立
を
促
進
す
る
こ
と
と
な
る
の

か
。

七

「
骨
太
〇
三
」
に
お
い
て
、
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
と
税
源
移
譲
の
関
係
に
つ
い
て
「
補
助
金
の
性
格
等
を
勘
案
し
つ
つ

三



八
割
程
度
を
目
安
と
し
て
移
譲
し
、
義
務
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
徹
底
的
な
効
率
化
を
図
っ
た
上
で
そ
の
所
要
の
全
額
を
移

譲
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
「
合
意
文
書
」
の
別
紙
�
「
�．

概
ね
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
の
う
ち
、
そ
の

八
割
方
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
と
す
る
」
に
示
さ
れ
た
個
別
補
助
金
等
の
う
ち
、
「
八
割
程
度
を
目
安
と
し
て
移
譲
」
す
る

も
の
及
び
「
所
要
の
全
額
を
移
譲
す
る
」
も
の
の
区
分
を
示
さ
れ
た
い
。

八

「
合
意
文
書
」
冒
頭
に
は
、
「
真
に
住
民
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
地
方
が
自
ら
の
責
任
で
自
主
的
、
効
率
的
に
選
択

で
き
る
幅
を
拡
大
す
る
」
と
あ
る
。
同
時
に
「
合
意
文
書
」
に
は
「
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
に
よ
っ
て
移
譲
さ
れ
た
事

務
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
団
体
の
裁
量
を
活
か
し
な
が
ら
、
確
実
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
仕
組
み
を
検
討
す

る
」
と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
章
は
両
立
す
る
の
か
。
仮
に
後
者
に
重
き
を
置
く
場
合
、
地
方
は
一
般
財
源
に
よ
っ
て
、
廃

止
さ
れ
た
補
助
事
業
の
実
施
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
地
方
自
治
体
は
一
体
何
を
自
主
的
に
選
択
で

き
る
こ
と
と
な
る
の
か
。

九

「
合
意
文
書
」
一
枚
目
に
は
「
あ
わ
せ
て
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
個
人
所
得
課
税
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
。
所
得
税
・
住
民
税
に
お
け
る
税
率
の
見
直
し
、
税
率
区
分
の
見
直
し
、
控
除
の
見

直
し
の
い
ず
れ
が
該
当
す
る
の
か
。
そ
れ
は
税
源
移
譲
に
必
要
な
範
囲
で
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
財
政
健
全
化
等
他
の
観
点

四



を
含
め
た
抜
本
的
見
直
し
な
の
か
。
ま
た
「
骨
太
〇
三
」
に
あ
る
「
十
八
年
度
ま
で
に
必
要
な
税
制
上
の
措
置
を
判
断
」
す

る
と
の
記
載
と
関
係
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
住
民
税
の
抜
本
的
見
直
し
の
内
容
は
、
一
体
誰
が
判
断
す
る
の
か
。

十

「
合
意
文
書
」
二
枚
目
に
は
「
国
・
地
方
の
双
方
が
納
得
で
き
る
か
た
ち
で
歳
出
削
減
に
引
き
続
き
努
め
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
「
骨
太
〇
四
」
に
示
さ
れ
た
「
国
の
歳
出
の
見
直
し
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
地
方
の
歳
出
を
見
直
し
」
か
ら
表
現
が

修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
修
正
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。
「
合
意
文
書
」
の
表
現
は
、
「
国
の
歳
出
の
歩
調
と
は
切
り

離
し
て
地
方
の
歳
出
削
減
を
行
う
」
と
も
読
め
る
が
、
そ
の
趣
旨
で
良
い
か
。

十
一

「
合
意
文
書
」
二
枚
目
に
は
、
「
円
滑
な
財
政
運
営
、
制
度
の
移
行
を
確
保
す
る
た
め
、
税
源
移
譲
に
伴
う
増
収
分

を
、
当
面
基
準
財
政
収
入
額
に
一
〇
〇
％
算
入
す
る
。
」
と
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
・
仕
組
み
が
不
明
確
で
あ
る
。
な
ぜ
「
増

収
分
の
一
〇
〇
％
算
入
」
が
「
円
滑
な
財
政
運
営
、
制
度
の
移
行
の
確
保
」
に
資
す
る
の
か
、
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

十
二

「
合
意
文
書
」
二
枚
目
に
「
平
成
十
七
年
度
以
降
、
地
方
財
政
計
画
の
計
画
と
決
算
の
乖
離
を
是
正
し
、
適
正
計
上
を

行
う
」
と
あ
る
。
財
務
省
が
十
月
二
十
六
日
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
示
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
地
方
財
政
計
画
に
は

七
兆
乃
至
八
兆
円
の
不
適
切
な
「
過
大
計
上
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
合
意
文
書
」
の
「
計
画
と
決
算
の
乖
離
」

は
こ
の
財
務
省
の
指
摘
す
る
「
過
大
計
上
」
を
意
味
す
る
の
か
。
政
府
と
し
て
、
現
在
の
地
方
財
政
計
画
は
「
七
兆
乃
至
八

五



兆
円
の
不
適
切
な
過
大
計
上
が
あ
る
」
と
い
う
認
識
な
の
か
。
仮
に
政
府
が
そ
の
認
識
に
立
つ
と
す
れ
ば
、
地
方
財
政
計
画

の
策
定
に
責
任
を
負
う
総
務
省
及
び
財
務
省
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
ま
た
適
正
計
上
を
「
平
成
十
七
年
度
」

か
ら
行
う
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
適
正
化
を
図
る
の
か
。
財
務
省
の
指
摘
に
基
づ
き
「
投
資
単
独
事
業

の
縮
小
」
「
公
債
費
の
縮
小
」
「
地
方
公
務
員
給
与
の
縮
小
」
「
公
営
企
業
繰
出
金
の
縮
小
」
を
行
う
の
か
。

十
三

「
合
意
文
書
」
二
枚
目
に
は
、
「
そ
の
上
で
、
中
期
地
方
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
そ

の
上
で
」
と
は
い
か
な
る
条
件
を
指
す
の
か
。
ま
た
「
中
期
地
方
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
想

定
し
、
ま
た
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
地
方
が
関
与
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

十
四

「
合
意
文
書
」
二
枚
目
に
「
不
交
付
団
体
（
人
口
）
の
割
合
の
拡
大
に
向
け
た
改
革
を
検
討
す
る
」
と
あ
る
。
一
方
、

麻
生
総
務
大
臣
が
十
月
二
十
二
日
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
「
二
〇
一
〇
年
代
初
頭
に
は
、
不
交

付
団
体
（
市
町
村
）
の
人
口
割
合
を
三
分
の
一
程
度
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
あ
る
。
地
方
交
付
税
制
度
を
所
管
す
る
総

務
大
臣
が
具
体
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
合
意
文
書
」
に
は
こ
の
数
値
目
標
が
記
載
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
、
理
由
を
問
う
。
ま
た
「
合
意
文
書
」
の
「
不
交
付
団
体
（
人
口
）
の
割
合
の
拡
大
」
と
は
、
都
道
府
県
及
び

市
町
村
に
お
け
る
拡
大
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
か
。

六



十
五

「
合
意
文
書
」
二
枚
目
に
あ
る
「
交
付
税
の
算
定
方
法
の
簡
素
化
、
透
明
化
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
算
定
プ
ロ
セ
ス
に

地
方
関
係
団
体
の
参
画
を
図
る
」
の
具
体
的
な
内
容
を
説
明
さ
れ
た
い
。

十
六

「
合
意
文
書
」
二
枚
目
の
「
文
教
」
の
項
に
あ
る
「
義
務
教
育
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
幹
を
維
持
」
の
場
合
の

「
根
幹
」
と
は
何
か
。
学
習
指
導
要
領
を
国
が
定
め
る
こ
と
か
、
国
に
よ
る
教
科
書
検
定
か
、
教
育
の
無
償
制
か
、
義
務
教

育
教
職
員
給
与
の
一
定
割
合
を
国
が
負
担
す
る
こ
と
か
、
見
解
を
問
う
。

十
七

「
合
意
文
書
」
三
枚
目
「
社
会
保
障
」
の
項
に
あ
る
「
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
地
方
へ
の
権
限
移
譲
を
前
提

に
、
都
道
府
県
負
担
を
導
入
す
る
」
の
場
合
の
「
権
限
移
譲
」
と
は
具
体
的
に
何
か
。
こ
の
場
合
、
権
限
移
譲
の
対
象
は
都

道
府
県
の
み
か
。

十
八

「
合
意
文
書
」
三
枚
目
「
公
共
等
そ
の
他
」
�
に
あ
る
「
国
の
関
与
の
必
要
の
な
い
小
規
模
事
業
」
の
場
合
、
こ
れ
は

「
国
の
関
与
が
必
要
が
無
く
、
か
つ
小
規
模
な
事
業
」
か
、
或
い
は
「
『
国
の
関
与
の
必
要
の
な
い
』
小
規
模
事
業
」
か
。

後
者
の
場
合
、
国
が
関
与
す
る
必
要
の
な
い
一
定
金
額
以
下
の
小
規
模
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
「
合
意
文
書
」
に
か
か
わ

ら
ず
、
廃
止
・
縮
減
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。

十
九

「
合
意
文
書
」
三
枚
目
「
公
共
等
そ
の
他
」
�
に
あ
る
「
地
域
再
生
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
三
位
一
体
の
改
革
に
資
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す
る
も
の
と
な
る
よ
う
留
意
す
る
」
と
の
文
章
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。
な
ぜ
こ
の
場
所
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

二
十

「
合
意
文
書
」
三
枚
目
「
公
共
等
そ
の
他
」
�
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。
「
地
方
案
」
で
も
「
特
定
地
域
の
特
別

の
事
情
に
よ
り
講
じ
ら
れ
て
い
る
」
国
庫
補
助
負
担
金
は
移
譲
対
象
か
ら
「
除
外
す
べ
き
」
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
え
て
こ
こ

に
記
載
す
る
必
要
は
無
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
記
載
し
て
い
る
の
か
。

二
十
一

「
合
意
文
書
」
三
枚
目
「
国
に
よ
る
基
準
・
モ
ニ
タ
ー
等
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
と
な
る
の
か
。
廃
止
・
縮
減
に
よ
っ
て
移
譲
さ
れ
た
補
助
事
業
各
々
に
つ
い
て
、
元
の
所
管
省
が
個
別
に
自
治

体
の
実
施
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
か
。

二
十
二

「
合
意
文
書
」
四
枚
目
「
地
方
交
付
税
の
改
革
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
「
地
方
団
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要

な
地
方
交
付
税
、
地
方
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保
す
る
」
と
あ
る
一
方
で
「
平
成
十
七
年
度
以
降
も
地
方
財
政
計

画
の
合
理
化
、
透
明
化
を
進
め
る
」
と
あ
る
。
「
地
方
財
政
計
画
の
合
理
化
」
を
進
め
な
が
ら
、
「
一
般
財
源
の
総
額
を
確

保
す
る
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
中
身
な
の
か
。
平
成
十
七
年
度
予
算
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
の
総
額
は
実
質
的
に

平
成
十
六
年
度
の
水
準
を
確
保
す
る
の
か
。
或
い
は
平
成
十
七
年
度
予
算
か
ら
地
方
交
付
税
の
縮
減
を
図
る
の
か
。
ま
た
こ
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の
場
合
確
保
す
べ
き
「
一
般
財
源
」
の
中
に
は
臨
時
財
政
対
策
債
は
含
ま
れ
る
の
か
。

二
十
三

「
合
意
文
書
」
四
枚
目
に
あ
る
「
決
算
を
早
期
に
国
民
に
分
か
り
や
す
く
開
示
す
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の

「
決
算
」
と
は
地
方
財
政
計
画
の
決
算
か
、
或
い
は
い
わ
ゆ
る
「
地
方
財
政
白
書
」
の
こ
と
か
。

二
十
四

「
合
意
文
書
」
別
紙
�
に
つ
い
て
問
う
。

�

「
�．

概
ね
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
目
指
す
」
と
は
「
�
」
の
約
二
・
四
兆
円
に
、
「
�
」
の
検
討
事
項
を
加
え

て
、
三
兆
円
と
す
る
意
味
か
。

�

「
�
」
の
個
別
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
各
都
道
府
県
ご
と
の
影
響
額
は
何
時
の
時
点
で
明
ら
か
に
な
る
の
か
。
政
府
が

自
ら
公
表
を
行
う
の
か
。
な
お
当
該
補
助
金
等
の
廃
止
・
縮
減
は
自
治
体
の
財
政
運
営
ひ
い
て
は
住
民
生
活
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
当
面
平
成
十
六
年
度
ベ
ー
ス
の
試
算
額
で
あ
っ
て
も
速
や
か
に
公
表
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。
な
お
「
合
意
文
書
」
別
紙
�
に
つ
い
て
も
、
対
象
と
な
る
補
助
金
に
つ

い
て
「
税
源
移
譲
に
繋
が
る
改
革
」
「
ス
リ
ム
化
の
改
革
」
「
交
付
金
化
の
改
革
」
の
区
分
を
早
急
に
示
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
は
如
何
か
。

�

「
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
（
暫
定
）
八
五
〇
〇
億
円
程
度
」
に
お
け
る
「
暫
定
」
と
は
、
中
教
審
に
お
け
る
検
討
結
果
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に
よ
っ
て
は
、
「
八
五
〇
〇
億
円
程
度
」
の
縮
減
を
全
く
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
八

五
〇
〇
億
円
の
縮
減
を
前
提
と
し
て
、
中
教
審
で
は
そ
の
縮
減
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
い
う
こ
と
な
の
か
、

政
府
の
見
解
を
問
う
。
ま
た
関
連
し
て
、
十
一
月
二
十
六
日
に
細
田
官
房
長
官
が
中
山
文
科
大
臣
に
対
し
て
「
地
方
負
担

が
ゼ
ロ
で
、
国
が
全
部
持
つ
可
能
性
だ
っ
て
あ
る
」
と
説
明
し
た
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
真
実
か
。
さ
ら
に
十
一

月
十
七
日
時
点
で
細
田
官
房
長
官
始
め
関
係
閣
僚
間
で
「
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
〇
五
年
度
に
補
助
率
を

引
き
下
げ
、
〇
六
年
度
に
負
担
制
度
を
廃
止
し
て
一
般
財
源
化
す
る
こ
と
で
い
っ
た
ん
合
意
し
た
」
と
の
報
道
も
あ
る

が
、
こ
れ
は
真
実
か
。
仮
に
双
方
と
も
真
実
だ
と
す
れ
ば
、
細
田
官
房
長
官
は
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
一
体
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

国
民
健
康
保
険
の
負
担
金
縮
減
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
態
で
行
う
の
か
。
報
道
で
は
現
在
の
定
率
負
担
の
国
負
担

分
及
び
調
整
交
付
金
の
国
負
担
分
の
一
部
を
都
道
府
県
が
負
担
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
方
向
で
検
討
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
政
府
は
再
来
年
に
医
療
保
険
制
度
の
改
革
を
予
定
し
て
い
る
が
、
今
回
の
こ
の

「
合
意
文
書
」
に
よ
る
措
置
は
、
当
該
医
療
保
険
制
度
改
革
を
踏
ま
え
た
恒
久
的
措
置
と
理
解
し
て
良
い
の
か
。

�

「
�
」
の
生
活
保
護
・
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
表
記
は
「
負
担
金
の
改
革
」
と
あ
る
が
、
注
記
で
は
「
補
助
率
の

一
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見
直
し
」
と
あ
る
。
こ
の
負
担
金
の
改
革
の
内
容
と
は
、
補
助
率
の
見
直
し
に
限
定
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
改
革
の

内
、
補
助
率
の
見
直
し
に
限
り
、
注
記
に
あ
る
よ
う
に
「
地
方
団
体
関
係
者
が
参
加
す
る
協
議
機
関
を
設
置
し
て
検
討
を

行
い
」
、
そ
れ
以
外
の
改
革
は
別
途
行
う
と
い
う
意
味
な
の
か
。

�

「
�
」
の
「
公
立
文
教
施
設
等
、
建
設
国
債
対
象
経
費
で
あ
る
施
設
費
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
は
平
成
十
七
年
中
に
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
同
じ
建
設
国
債
対
象
経
費
で
あ
る
公
共
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
行
わ
な
い
の
は

な
ぜ
か
。
併
せ
て
「
地
方
案
」
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
公
共
事
業
関
係
補
助
金
に
つ
い
て
、
財
務
省
は
「
公
債
を

も
っ
て
財
源
と
す
る
公
共
事
業
関
係
費
は
税
源
移
譲
に
な
じ
ま
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
一
般
会
計
の
概
ね
半
分
を
公
債

を
も
っ
て
財
源
を
確
保
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
財
務
省
の
主
張
で
は
、
い
ず
れ
の
国
費
も
税
源
移
譲
に
な
じ
ま
な

い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
建
設
公
債
を
財
源
と
す
る
公
共
事
業
関
係
費
は
税
源
移
譲
に
な
じ
ま
ず
、
特
例
公
債
を
も
っ

て
財
源
と
す
る
そ
の
他
の
経
費
は
税
源
移
譲
の
対
象
と
な
る
の
か
、
明
確
な
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。
当
該
事
業
の
便
益

が
後
世
代
に
及
ぶ
と
い
う
観
点
で
は
施
設
費
も
ほ
ぼ
同
等
で
あ
り
、
ま
た
補
助
金
廃
止
と
税
源
移
譲
を
平
仄
を
合
わ
せ
て

行
う
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
公
共
事
業
関
係
補
助
金
の
移
譲
も
建
設
公
債
の
発
行
縮
減
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
後
世
代
へ
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

一
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�

「
�
」
に
お
い
て
「
そ
の
他
」
の
項
目
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
合
意
文
書
」
で
廃
止
・
縮
減
さ
れ
た
補
助
金
等
を
除
く

全
て
の
補
助
金
等
が
検
討
対
象
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
或
い
は
一
定
範
囲
の
補
助
金
等
が
対
象
な
の
か
。

�

「
�
」
の
今
後
検
討
す
る
事
項
を
現
段
階
で
は
除
外
す
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
場
合
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
十
八
年

度
に
お
け
る
補
助
金
等
改
革
と
税
源
移
譲
の
結
果
は
、
補
助
金
等
の
廃
止
・
縮
減
額
三
・
八
兆
円
、
税
源
移
譲
額
二
・
四

兆
円
と
い
う
理
解
で
良
い
の
か
。
仮
に
こ
の
理
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
結
果
は
「
骨
太
〇
三
」
に
お
け
る
「
補
助

金
の
性
格
等
を
勘
案
し
つ
つ
八
割
程
度
を
目
安
と
し
て
移
譲
し
、
義
務
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
徹
底
的
な
効
率
化
を
図
っ

た
上
で
そ
の
所
要
の
全
額
を
移
譲
す
る
」
に
整
合
し
て
い
る
の
か
。

�

内
閣
官
房
長
官
始
め
関
係
四
閣
僚
が
自
民
党
・
公
明
党
の
政
策
責
任
者
と
合
意
し
た
文
書
に
は
「
義
務
教
育
国
庫
負
担

金
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
全
体
像
に
お
い
て
八
五
〇
〇
億
円
程
度
の
減
額
を
計
上
す
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
計

上
」
と
は
い
か
な
る
意
味
か
。
な
ぜ
「
八
五
〇
〇
億
円
程
度
を
減
額
す
る
」
と
記
載
し
な
い
の
か
。
ま
た
「
税
源
移
譲
予

定
特
例
交
付
金
」
の
配
分
に
つ
い
て
「
そ
の
額
は
、
教
職
員
給
与
費
を
基
本
と
し
て
配
分
す
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
意
味

は
何
か
。
結
果
と
し
て
、
現
行
制
度
に
基
づ
く
義
務
教
育
教
職
員
給
与
費
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
が
、
各
個
別
自
治

体
に
配
分
さ
れ
る
と
い
う
意
味
か
。

一
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二
十
五

小
泉
総
理
は
「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
へ
」
と
い
う
基
本
的
方
針
を
繰
り
返
し
発
言
し
て
い
る
。
翻
っ
て
、

「
合
意
文
書
」
で
は
「
地
方
案
」
が
廃
止
を
求
め
て
い
た
三
・
二
兆
円
の
補
助
金
の
内
、
四
〇
〇
〇
億
円
程
度
し
か
削
減
し

て
お
ら
ず
、
多
く
の
補
助
金
が
存
続
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
削
減
対
象
以
外
の
補
助
金
に
よ
る
補
助
事
業
に
つ

い
て
政
府
と
し
て
「
地
方
で
は
で
き
な
い
こ
と
」
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い
る
の
か
。
例
え
ば
「
治
山
・
治
水
」
は
「
地
方

に
は
で
き
な
い
こ
と
」
と
の
認
識
に
立
っ
て
い
る
の
か
。

二
十
六

全
国
知
事
会
の
梶
原
会
長
は
、
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
政
府

と
し
て
も
同
様
の
認
識
に
立
っ
て
い
る
の
か
。
仮
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
今
後
ど
の
よ
う
な
運
営
を
図
っ
て
い
く
所
存
か
。
具

体
的
に
は
次
回
は
何
時
行
う
の
か
。

右
質
問
す
る
。
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